
「症例報告」を書くコツ（１）
医師国家試験でいわゆる「教科書的」なことを
学んだ旬な君たちが、「これなんだろう？」と感
じる症例は、勉強不足か‘珍しい’症例です。

地域医療では、大学病院では味わえない、診
断から治療まで一貫して勉強する機会が多くあ
ります。一人一人の患者さんを丁寧に診ながら、

検査データや画像を常に整理しておこう。

２９年前、私が新潟県南魚沼で経験させてもら
った患者さんを例に挙げて「症例報告」を書くコツ

を伝授します。



１）新潟県立六日町病院外科
２）新潟大学第三内科

３）桑原医院

１９８８年（昭和６３年）の症例

コツ１：症例は常に学会や研究会、また看護師さん
とのミーチングで発表する

つもりでまとめておく

食道・胃接合部に発生した
食道パピローマの１例

小林英司１）、本間正一郎１）
植木淳一２）、桑原 恒３）



当時まとめた資料

懐かしの
‘ブルースライド’

昭和６３年３月
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コツ２：小さな研究会でもいいので発表する

先輩（自治４期）
が教えてくれた



コツ３：他の論文を調べる

当時は論文
からの孫引き



昔は‘孫引き’



当時のキーワードは‘ポリペクトミー’



‘１００例以下’だ！！



コツ４：今はICTを使え！
インターネットに「食道扁平上皮乳頭腫」と入れると！！

• 食道乳頭腫の内視鏡的および臨！床病理学的検討

• https://www.jstage.jst.go.jp/article/pde/67/2/67_26/...
• 2016/12/31 · いわゆる食道乳頭腫は過形成性の扁平上皮が乳頭状増殖を

示す腫瘍類似病変であり，真の腫瘍は稀とされている。近年その報告例は
増加しており，自験例について内視鏡的および病理組織学的に検討し，食
道乳頭腫の臨床的 ...

• 食道の良性腫瘍（しょくどうのりょうせいしゅよう）の原因...
• www.sickness-online.com/digestive10.html
• 上皮性のものでは乳頭腫が多く、上皮以外においては平滑筋腫や血管腫、

脂肪腫、嚢腫、顆粒(かりゅう)細胞腫、リンパ管腫、線維腫などがあります。
食道の平滑筋にできる平滑筋腫が半数をしめ30～60歳に、比較的に多くみ
られます。 ...

• 食道扁平乳頭腫の臨床病理学的・免疫組織化学的検索: 胃と …
• medicalfinder.jp/doi/abs/10.11477/mf.1403101290
• 食道扁平乳頭腫151症例，156病変を対象として臨床病理学的および免疫

組織化学的立場から検討した．平均年齢は60.5歳，男女比は1:1.4でやや女
性に多く，中部食道に好発した(51.9％)．形態学的に外方へ向かって増殖す
るexophytic type ...

https://www.jstage.jst.go.jp/article/pde/67/2/67_26/_article/-char/ja/
http://www.jstage.jst.go.jp/article/pde/67/2/67_26/
http://www.sickness-online.com/digestive10.html
http://www.sickness-online.com/digestive10.html
http://medicalfinder.jp/doi/abs/10.11477/mf.1403101290
http://medicalfinder.jp/doi/abs/10.11477/mf.1403101290
http://medicalfinder.jp/doi/abs/10.11477/mf.1403101290
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食道乳頭腫の内視鏡的および臨床病理学的検討
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２０年経って大学病院
で１００を超えた！



食道・胃接合部に発生した
食道パピローマの１例

小林英司１）、本間正一郎１）
植木淳一２）、桑原 恒３）

１）新潟県立六日町病院外科
２）新潟大学第三内科

３）桑原医院

１９８８年（昭和６３年）の症例：

「患者は教科書」以上だ！！

さあ、見返してごらん。
コツ５：タイトルが‘ぴったり’来ているか？



そこからさらに学んだこと！
コツ６：治療用内視鏡手技



（1） ポリペクトミー

（2） 内視鏡的粘膜切除術（EMR）

（3） 内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）

そこから君らは何を学ぶ？
コツ７：内視鏡的組織切除を学ぶ
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